
  7月30日（土）

高校テーマ

中学生テーマ

新校舎になって初めての尚絅祭で、なにからなに
まで｢New｣となりました。生まれ変わった尚絅祭
を是非肌で感じて下さい。多くの方々のご来場を
心よりお待ちしております。

八田　さと子様（86歳）
（元職員・元評議員・元同窓会関東支部長）
4月30日逝去されました

小山内　和子様（77歳）
（幼稚園教員　清野正恵様ご岳母）
5月18日逝去されました

鈴木　こすの様（93歳）
（経営管理部・事務職員　鈴木寿様ご祖母）
5月27日逝去されました

澁谷　滿奈美様（57歳）
（中高教員　澁谷洋平様ご母堂）
5月31日逝去されました

桂　重俊様（94歳）
（大学・環境構想学科教員　桂重樹様ご尊父）
6月16日逝去されました

遠藤　たけ子様（94歳）
（経営管理部・事務職員　遠藤育美様ご祖母）
6月22日逝去されました

　　　 尚絅学院中学校・高等学校 入試広報部まで
TEL 022-264-5804（直通）  FAX 022-264-5901  
○E-mail  mail@shokei.ed.jp　○HP  http://sh.shokei.jp/

中学校・高等学校中学校・高等学校

対象
開催日

  7月23日（土）

  8月27日（土）

  9月10日（土）

10月29日（土）

11月12日（土）

11月19日（土）

12月  3日（土）

オープンキャンパス①9：30～12：30
（学校紹介・体験授業・入試説明・学校見学）

オープンキャンパス 9：30～12：30
(コース紹介・体験授業/学校生活と部活動紹介）

オープンキャンパス②9：30～12：30
（学校紹介・体験授業・入試説明・学校見学）

入試説明会
10：00～12：00

入試説明会
13：30～16：00

入試相談会
17：00～18：30

入試対策講座② （国・算）
個別相談会  9：00～11：30

入試対策講座①（国・算）
個別相談会  9：00～11：30

入試対策講座②（理・社）
個別相談会  9：00～12：00

入試対策講座①（国・数・英）
個別相談会  9：00～12：30

  1月16日（月）
          ～18(水)

2017年

2016年

中高一貫中学校
小学生と保護者の方 対象

高等学校
中学生と保護者の方 対象

尚絅祭（文化祭） 入試相談会 10:00～14：30

OPEN 

SCHOOL 

2016

2016年7月23日（土） 18：30～日 時

Forest Park 森のパルク
（藤崎一番町館B1F）
仙台市青葉区一番町3-4-1   TEL 022-712-6271

会 場

尚絅学院同窓会大学部会設立決起集会 開催概要

 

尚絅学院中学校・高等学校では、2017年度入学生を対象としたオープン
キャンパスや入試説明会を開催します。詳しくは下記までお問合せください。
なお、ホームページにも随時ご案内を出しますので、そちらも合わせてご覧ください。

出席の方は、7月15日（金）までにお電話でお申込みください。
教職員課  TEL ０２２-３８1-３４９７

申込方法

2,000円（5,000円のコースのうち、3,000円分を大学で負担します）会 費

本学を卒業された下記の方が対象です。対 象
★2006年度（2007年3月）～2015年度（2016年3月）に、
　人間心理学科、健康栄養学科を卒業された方
★2010年度（2011年3月）～2015年度（2016年3月）に、
　表現文化学科、現代社会学科、生活環境学科を卒業された方
★2013年度（2014年3月）～2015年度（2016年3月）に、
　子ども学科を卒業された方

「Shokei in my heart
  ～welcome to our
                new school building」  

「New・・・」  

開催日 / 時間

8月26日（金）…学内
8月27日（土）…一般公開

9：30～
  14：30（予定）

お申込み・
お問い合せは

オープンキャンパス・入試説明会等 開催日程オープンキャンパス・入試説明会等 開催日程

2016年度 尚絅祭

多くの皆様のご来場、
お待ちしております!!

学院への援助と共に
尚絅誌が届きます。

尚絅学院後援会は、「尚絅誌の発行」と「学院への援助」を
　  行っている支援団体です。学院を応援してくださる
　　方ならどなたでもご加入いただけますので、
　　ご協力の程お願い申し上げます。

※9月のみ通常号・入募集特集号同時発行

手数料無料の振込用紙がございますのでご利用ください。

5月 7月 9月 12月 2月

2,000 02230-3-2116円／年
郵便振込口座NO

（年6冊 5回発送）

年 会 費 納入方法

　中高の編集委員が新年度から交

代になりました。どうぞよろしくお願い

いたします。

　早いもので、中高の新校舎が完成

してからもうすぐ１年。この夏には旧校

舎があった広瀬校地に新体育館や

グラウンドも完成します。

　ちょうど１年前に某テレビ番組でタ

モリさんが旧校舎脇の「へくり沢」を

訪れました。梅雨が明けたお天気の

日には、少し雰囲気の変わった中高

周辺を散策してみると新たな発見が

あるかもしれません。 （M・M）

※尚絅誌購読中の方で、氏名・住所等変更された場合は、ご連絡ください。
※記事を読んでの感想・懐かしい思い出のお写真、楽しい情報等もお待ちしています。
　お手紙・おハガキ・TEL・FAX・E-mailにてご連絡ください。

数年分をまとめてのお申し込みも、お待ちしております。

TEL022-381-3342   FAX022-381-3467
U R L：http://ap.shokei.jp/dk/
E-mail：koenkai@shokei.ac.jp

〒981-1295 宮城県名取市ゆりが丘4-10-1 
尚絅学院後援会
事　　務　　局
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2016年4月スタート 尚絅学院大学 特別コース
「国際教養コース」

学校行事報告、同窓会コーナー
後援会総会

情報掲示板

今号の言葉

　　　はばたき
現代川柳作家（現代川柳　かもめ舎会員）／福岡 理恵さん

卒業生コラム

 教職員エッセイ  梅の花
幼稚園教員／猪股 千穂

輝き 
学生ボランティアチームTASKI

幼稚園／春の遠足

宗教主任からのメッセージ

vol.
508 

2016年（平成28年）
7月10日発行

尚絅とみんなをつなぐコミュニケーション誌
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国
際
教
養
コ
ー
ス
に
つ
い
て

尚絅学院大学　特別コース

「国際教養コース」

教
務
部
長�

木
村
　
清

　「
国
際
教
養
コ
ー
ス
」は
、本
学
が

独
自
に
設
け
る
学
科
横
断
型
の
特
別

コ
ー
ス
で
、本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
所
属
す
る
学
科
で
の
学
び

に
加
え
、よ
り
深
く
能
動
的
な
学
び

を
行
う
た
め
の
コ
ー
ス
で
、所
定
の
要

件
を
満
た
し
た
学
生
に
は
、「
尚
絅

学
院
大
学
国
際
教
養
コ
ー
ス
修
了
証

書
」が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
も
は
や
普
段
の
生
活
や
仕
事
に
お

い
て
も
、
多
様
な
国
籍
・
文
化
を
背

景
と
し
た
人
々
や
商
品
、あ
る
い
は

サ
ー
ビ
ス
や
情
報
と
無
関
係
で
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
仙
台
の
地
下
鉄
東
西

線
の
案
内
が
４
ヶ
国
語
で
表
示
さ
れ

る
の
を
見
て
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
大

き
な
う
ね
り
を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
っ
た
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る

人
材
が
備
え
る
べ
き
能
力
は
語
学
力

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
多

様
な
考
え
を
理
解
し
共
感
で
き
る
教

養
と
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、そ
し
て

何
よ
り
も
、自
ら
考
え
る
力
と
行
動

力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。「
国
際
教

養
コ
ー
ス
」は
こ
の
よ
う
な
力
を
身
に

つ
け
よ
う
と
い
う
意
欲
や
目
標
を
持
っ

て
い
る
人
に
受
講
し
て
も
ら
い
、胸
を

張
っ
て
社
会
に
巣
立
っ
て
い
っ
て
欲
し

い
と
い
う
趣
旨
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
標
準
的
な
学
び
の
パ
タ
ー
ン
と
し

て
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
２
年

次
終
了
ま
で
に
少
な
く
と
も
一つ
の

海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

語
学
研
修
、サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、国

際
交
流
実
習
な
ど
）に
参
加
し
、３

年
次
に
は
海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
験

し
た
学
生
が
学
科
を
越
え
て
集
ま
り
、

ディ
ー
プ
ア
ク
テ
ィ
ブ・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に

取
組
み
ま
す
。
ま
た
、そ
れ
ら
と
並

行
し
て
、語
学
や
視
野
を
広
げ
る
た

め
の
講
義
を
受
講
し
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
度
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
っ
て
、昨
年
度
よ
り
学
内
で

事
前
の
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
新
入
生
を
迎
え
た
４
月
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
に
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
行
わ
れ
、
１
、２
年
生
約
６
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
は
コ
ー
ス
の
趣
旨
と
具
体
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、今
年
度
予
定
し
て
い
る

海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、コ
ー
ス
の
履
修
登
録
を

受
付
け
た
と
こ
ろ
、1
年
生
は
3
学

科
か
ら
9
名
、2
年
生
は
5
学
科
か

ら
16
名
合
計
25
名
の
登
録
が
あ
り
ま

し
た
。

　
コ
ー
スへ
の
登
録
は
２
年
生
に
な
っ

た
と
き
に
も
可
能
で
す
。チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
あ
ふ
れ
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

2016年
4月

スタート

　出発前学内にて、インターンシップのガイダンス、研修の
心構え、TOEICテスト、マナーについて、現地事情の理解と
準備、英会話と研修内容の打ち合
わせ等様々な授業を受け出発し、
帰国後は報告会を行います。

1日目 仙台→ケアンズ移動

2日目

ホストファミリーと対面

ジェームスクック大学（ＪＣＵ）にて

オリエンテーション、英語レッスン、

プレースメントテスト、

ボランティアワークのリハーサル

3日目
ＪＣＵ登校・語学研修、高齢者施設にてボ

ランティアワークの実施、動物園見学

4日目

ＪＣＵ登校後 Holy Cross Purimery 

School小学校にてボランティアワーク

の実施、その後ケアンズ・シティ市街地

視察

5・6・9日目
ＪＣＵ登校・語学研修・研修現場に移動

後研修、個別研修

7〜8日目 土日をホストファミリーと過ごす

10日目目
JCU登校後海洋研究所視察、証書授与

と打ち上げBBQ

11日目 ケアンズ→仙台

2015年8月23日～9月
2日［11日間］

2015年度海外インターンシップ
（オーストラリア・ケアンズ）報告

高齢者施設にて研修

ジェームスクック大学

カフェにて研修
修了証書
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今年度実施される海外プログラムのご紹介

国 際 教 養コース　     つ の 　4 柱

2 言語コミュニケーションスキル
実社会で最低限必要なレベルの英語運用能力
を養うとともに、韓国語や中国語の運用能力

をさらに高める。相手に伝わる、伝える言語コミュニ
ケーションのスキルを自ら高めることができるよう
になる。

到達
目標

授 業 科 目 実践英語C（ライティング）
英語コミュニケーション 実践英語D（資格試験）
英語A1（リーディング） 韓国語Ⅰ
英語B（リスニング） 韓国語Ⅱ
英語C1（コミュニケーション） 中国語Ⅰ
英語D（ライディング） 中国語Ⅱ
英語A2（リーディング） 韓国語コミュニケーション　＊
英語C2（コミュニケーション） 中国語コミュニケーション　＊
実践英語A（英語で学ぶ文化） 日本語表現法
実践英語B（英語プレゼンテーション）クリティカルシンキング

1 グローバル教養
主として文化、社会の側面から、グローバル社
会で必要な基礎知識、広い視野を獲得し、自国

の文化を尊重しつつ多様性を受容する態度を養う。

到達
目標

授 業 科 目 国際社会論
日本の言語文化 国際人権論
世界の宗教と文化 国際政治論
キリスト教と文化 国際ビジネス文化論
異文化理解 アジア社会論Ⅰ（中国）
文化人類学 アジア社会論Ⅱ（韓国）
日本文化論 共生社会論
比較文化論 観光論

3 実践グローバルスタディーズ
身につけた知識、培ったコミュニケーション力
を、実際に異文化、他国の人々と接するととも

に、様々な状況に応じた行動が取れるようになる。体験したこと
を振り返り、主体的な学びにつなげることができるようになる。

到達
目標

授 業 科 目
インターンシップ（海外）
異文化理解演習（海外研修）
国際交流実習（中国・韓国）

＊マーク以外の科目はすでに共通教育・専門科目として置かれている科目です。

4 特別セミナー
異なる背景・意見を持ったメンバーと共にグ
ループ活動（プロジェクト）に主体的に参画し、

協働して成果をあげることができるようになる。

到達
目標

授 業 科 目
国際教養プロジェクトⅠ　＊
国際教養プロジェクトⅡ　＊

※�海外プログラムに参加し、一定以上の成績
を修めた学生に限定

Hiyori Last Day
Class

Last Day Party

Ｍ社出発前の

半径15センチ

のピザランチ

※ 写真は
　昨年のシアトル
　語学研修

▶︎Cow Chips 店内
　店員集合写真
　（昨年のシアトル語学研修）

イッテＱ3回目
Ｎａｎａ

プログラム目的
○ 実践を通して、短期間で

英語コミニュケーション力
（特にリスニングとスピー
キング）の向上と強化

○ 異文化・異国に身を置く
ことを通して、日本を様々
な視点から見られるよう
になる

ケアンズ

オーストラリア

仙台大韓民国
台湾

シアトル
アメリカ合衆国

オーストラリア・ケアンズ
2016年8月21日～8月31日

インターン
シップ

シアトル語学研修
2016年9月3日～17日

語学研修

韓国語、韓国文化研修

培
ペ ジ ェ

材大学国際サマースクール
2016年7月29日～8月19日 または
7月30日～8月19日

語学・
文化研修

弘光科技大学主催
台湾語学・文化研修
2016年8月7日～21日

語学・
文化研修

中国・韓国
国際交流実習
2016年9月上旬

海外実習
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　小学一年生の頃、落ち着きのなかっ

た私は母の勧めで書道を習うことにな

りました。始まるまで不安でしたが何よ

り先生のおおらかな人柄に安心させら

れたのを覚えています。おけいこの時

間は無制限。週2回、2～3時間は平気

で書に没頭しました。

　初めて書いたのは文字でなく○と×。

筆と墨に親しんだら次はランク分けさ

れた引き出しの中にある20数枚のお

手本から一枚好きな文字を自分で選ん

で書きます。書きたい文字を自由に選

ぶことにわくわくし、上達すると次の引

き出しの中にどんなお手本が入ってい

るのかも楽しみでした。また、老若男女

の生徒が書に親しんでおり、畳一畳分

はあるような紙に挑戦する大人もいて、

ゆったりとした雰囲気と墨のなんとも言

えない匂いに癒され、いつしか書道教

室は自分をありのままに表現出来る心

地良い空間になっていきました。

　あの時の記憶が懐かしくなり、数年

前から書道教室に通っています。限ら

れている時間ですが無心になれる時間。

幼稚園教諭になってはたと気付いたこ

とがあります。白紙はまさに幼児の心そ

のもの。そこに何をどう表現するかは無

限大。墨の濃さ、筆圧、書く人の息遣い

でも文字は幾通りもの姿を見せてくれ

ます。私たちが目指す自由な保育とい

う白紙に、子どもがありのままを描ける、

そんな幼稚園を作っていきたいと思い

ます。日々の子どもたちから蒔き続けら

れる種の畑とな

り、一人ひとりが

色とりどりの花を

咲かせていって

欲しいと願ってい

ます。

「白紙に遊ぶ」

学生ボランティアチームTASKI
Vol.7

「寄り添い」の活動
　2011年の東日本大震災直後から地元名取市おいて被

災者支援活動を行っています。大学が設置したボランティ

アステーション内に、有志でボランティアチーム TASKI（た

すき）を立ち上げ、名取市内2 ヶ所の仮設住宅の支援を継

続的に行ってきました。これまでは、集会所でのイベント

活動や畑づくりを中心に、住民の皆さんが一時でも元気に

なれる場所、交流する場所を提供してきました。しかし、

震災から5年が過ぎ、ようやく楽しい時間や新しい仲間と

の絆を取り戻していくなかで、復興公営住宅へ移る方々も

増え、再び生活での大きな変化に戸惑いや心配を抱える

方がいらっしゃいます。これからも、わたしたちは『寄り

添い』の気持ちを忘れずに、仮設住宅に残られる方々への

支援を続ける一方、仮設住宅から新しい一歩を踏み出さ

れた方々のコミュニティー形成支援として「新しいふるさ

とづくり」のお手伝いができればと考えています。

「つながる」「つづける」「つたえる」の
3つの“つ”を大切に…
　人と人が“繋がって”、“続けて”きた支援。このことを

もっと多くの皆さんに“伝えたい”という思いから「ボラス

テ新聞」は生まれ、昨年度は10号発行することができまし

た。 2016年3月に開催された “防災未来フォーラム”に

おいても「ボラステ新聞」を通して、TASKI の活動や思い

を全国の支援者の皆さんに伝えました。

表現文化学科4年 渋谷 佳代、人間心理学科2年 田中 遥

vol.42教職員エッセイ

幼稚園教員

猪股　千穂

梅の花

ボラステ学習会
（閖上現地踏査）

仮設住宅の皆さんとの交流
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現代川柳作家（現代川柳　かもめ舎会員）

福岡　理恵さん
１９７７年　尚絅学院大学女子短期大学部英文科　卒業

［ 卒業生コラム ］

vol.42
学生時代に学んだ英文学が
現代川柳を作句する上での大きな力となる

現代川柳を書くことになった 
きっかけは？
　母が末期癌で亡くならなければ、現代川柳に出会

う事はなかっただろう。

　短大卒業後、結婚、子育てをしながら仕事をしていた

40代。

　自分自身と家族の事で精一杯だった私に、母への癌宣告は、

余命半年。

　「これは罰なのだろうか。」痛みの中で泣く母を、泣きながら抱き、

「一緒に死のうか」と思った日。

　ホスピスで、母は最期まで強く、美しく生涯を締めくくる。しかし私の胸には

大きな穴があき、血が流れ、ゴーゴーと冷たい風が吹く。そして、よろよろと辿

り着いたのが、時実新子の現代川柳だった。

　句を詠う事で、激しい悲しみや苦しみが浄化され、昇華されながら文芸とし

て立ち上がり、その過程で、癒しを受ける。

　現在、老人ホームで介護士として認知症フロアで働き、沢山の母がいる。ホ

ームでは「Humanitude」（ユマニチュード）を取り入れており、これは、キリスト

教における「私達は兄弟である」という精神とも似て、人間的な絆を作りなが

ら介護を実践している。

尚絅で学んだことで、現在に通じていることは
　短大・英文科ゼミでの講読や英詩の授業が、私の川柳のベーシック。

　現代川柳は、マザーグースのようにリズムよく、

五七五（七七五）の限られた世界で、比喩・オノマ

トペ・韻等様々な方法で訴えたい事を、表現します。

文芸は、フィクション。常識から半歩抜け出た所

から始まります。

　尚絅で学んだ文学は、大きな力であり糧です。

現代川柳とは？
　古川柳の三要素は、穿ち・軽み・笑い。現代川柳

では、己を笑い、己をけなす。平明な言葉で深く

己を掘り下げ、喜怒哀楽を伝える心のうたです。

虚と実を織り交ぜながら、一篇のドラマを作り上

げる事が出来ます。

1977年 尚絅女学院短期大学英文科卒業
　  父の転勤で東京へ転居し企業勤務、 

その後結婚、出産
1990年 一般企業にて仕事再開
2001年 母死去
2003年  時実新子の「川柳

大学」に所属
2012年  介護福祉士として

老人ホーム勤務
しながら作句

2015年  「かもめ舎」より
句集「シャドーボ
クシング」上梓

生
き
き
っ
た
母
の
小
さ
な
玉
結
び

清
冽
に
生
き
よ
う
滝
は
枯
れ
る
ま
い

明
日
へ
の
希
望
一
列
空
に
干
す

歌の会　音楽祭練習風景

句会で選者を務めているところ
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6
月
8
日（
水
）

花
の
日
礼
拝

　
子
ど
も
達
が
持
ち
寄
っ
た
沢
山
の
花

と
そ
の
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
、大
学

礼
拝
堂
で
花
の
日
礼
拝
を
守
り
ま
し
た
。

　
元
尚
絅
幼
稚
園
・
園
長
、
鶴
間
順
子

先
生
の
お
話
で
は
先
生
が
育
て
て
い
る

枝
豆
の
苗
を
見
せ
て
頂
き
、立
派
に
育

っ
て
い
る
苗
に
子
ど
も
達
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
ど
ん
な
に
ち
い
さ
い
」と
い

う
讃
美
歌
を
子
ど
も
達
と
保
護
者
が
一

緒
に
讃
美
し
、神
様
が
す
べ
て
の
も
の

を
守
り
、育
て
、愛
し
て
下
さ
る
こ
と

を
感
じ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　
小
さ
な
種
が
、や
が
て
花
を
咲
か
せ

実
を
結
ぶ
よ
う
に
、子
ど
も
達
も
す
く

す
く
と
育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

�

（
保
護
者
　
金
野 

美
咲
）

　

尚
絅
学
院
大
学
附
属
幼
稚
園
は
今

年
で
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
お
茶
の
水

女
子
大
学
教
授
、
文
京
区
立
お
茶
の

水
女
子
大
学
こ
ど
も
園
園
長
宮
里 

暁
美
先
生
に
よ
る
講
演
を
6
月
18
日

（
土
）に
大
学
５
G
講
義
室
で
催
し
ま

し
た
。

　

演
題
は
「
今
、
幼
児
期
の
教
育
に
求

め
ら
れ
る
も
の
～ 

自
ら
育
つ
も
の
を

育
た
せ
よ
う
と
す
る
心 

～
」
で
す
。

　

保
育
を
目
指
す
学
生
や
現
場
の
保

育
者
、
同
窓
会
そ
し
て
保
護
者
の
皆
さ

ん
な
ど
1
8
0
人
余
が
参
加
し
ま
し

た
。
元
当
幼
稚
園
の
園
長
先
生
や
教

頭
先
生
を
は
じ
め
旧
職
員
も
集
ま
り
、

会
場
は
互
い
に
再
会
を
懐
か
し
む
和

や
か
な
雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
園
は
創
立
時
か
ら
お
茶
の
水
女

子
大
学
附
属
幼
稚
園
が
展
開
し
た

「
子
ど
も
中
心
の
幼
児
教
育
」
を
道
し

る
べ
に
保
育
を
展
開
し
た
歴
史
を
持

ち
ま
す
。
そ
の
原
点
で
あ
る
幼
稚
園

で
副
園
長
を
な
さ
っ
て
い
た
先
生
で

す
の
で
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
た

保
育
の
姿
を
子
ど
も
た
ち
の
映
像
を

交
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

映
像
一
つ
一
つ
に
宮
里
先
生
の
子

ど
も
に
向
け
る
優
し
い
ま
な
ざ
し
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
一
人
一

人
の
何
気
な
い
姿
の
中
に
「
自
ら
育

つ
」
を
保
育
者
が
見
つ
け
る
こ
と
が

子
ど
も
を
、
そ
し
て
保
育
者
を
も
育

て
る
こ
と
に
な
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

育
て
る
の
で
は
な
く
自
分
で
育
っ
て

行
こ
う
と
す
る
力
に
謙
虚
に
寄
り
添

う
保
育
者
で
あ
り
た
い
と
、
改
め
て

気
付
か
せ
て
も
ら
っ
た
講
演
で
し
た
。

　

会
場
か
ら
も
沢
山
の
感
想
や
質
問

が
あ
り
、
そ
の
多
く
は
先
生
の
話
を

聴
い
て
自
分
の
保
育
を
見
直
す
機
会

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
学
生

か
ら
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
質
問
が
あ
り
、

時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
丁
寧
に
答
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
講
演
会
に
は
学
院
、
大
学
、
同

窓
会
を
は
じ
め
多
方
面
の
皆
様
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
盛
会
で
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

附
属
幼
稚
園
の
60
周
年
記
念
行
事

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。
11
月
5

日（
土
）に
は
創
立
記
念
礼
拝
と
祝
賀

会
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
と
歩
み
を
続
け
て
参
り
ま

す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
ご
参
加
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
幼
稚
園
園
長
　
岩
倉 

政
城
）

5
月
27
日（
金
）

春
の
遠
足（
年
長
）

　
5
月
27
日
に
年
長
組
は
太
白
山
自
然

観
察
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
案
内
し
て
頂
い
た
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

方
は
な
ん
と
尚
絅
幼
稚
園
卒
園
で
共
に

太
白
山
を
探
検
し
、自
然
の
面
白
い
こ

と
や
不
思
議
な
こ
と
を
沢
山
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う

な
木
の
実
は
ヒ
ノ
キ
の
実
で
あ
る
こ
と
、

楓
の
木
の
種
は
ひ
げ
の
形
に
似
て
い
る

こ
と
な
ど
30
分
近
く
歩
き
ま
し
た
が
子

ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
森
を
散
策

し
、レ
ン
ジ
ャ
ー
さ
ん
の
一
言
や
動
作
に

釘
付
け
で
し
た
。
身
近
な
草
花
や
虫
も

い
た
の
で「
幼
稚
園
に
帰
っ
た
ら
見
つ

け
よ
う
！
」と
張
り
切
る
子
ど
も
た
ち
、

春
の
遠
足
を
十
分
に
楽
し
ん
だ
様
子
で

し
た
。

�

（
幼
稚
園
教
員
　
花
海 

や
よ
い
）

　
日
本
国
憲
法
の
草
案
を
書
い

た
一
人
で
あ
る
鈴
木
安
蔵
と
い
う

憲
法
学
者
が
い
ま
す
。
彼
は
、こ

の
草
案
に
戦
争
放
棄
と
男
女
平

等
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
そ
れ

は
彼
が
妻
・
俊
子
の「
女
性
は
自

分
の
産
ん
だ
子
を
戦
争
に
は
絶

対
に
行
か
せ
な
い
。
女
性
に
参
政

権
が
あ
れ
ば
戦
争
は
起
き
な
か

っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
心
を
動
か

さ
れ
た
か
ら
で
す
。こ
の
俊
子
夫

人
は
ブ
ゼ
ル
先
生
の
バ
イ
ブ
ル
ク

ラ
ス
出
身
で
あ
り
『
ブ
ゼ
ル
伝
』

の
著
者
で
も
あ
る
栗
原
基
先
生

の
娘
で
す
。
平
和
憲
法
と
尚
絅
に

は
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

な
お
いっ
そ
う
こ
の
平
和
憲
法
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
鈴
木
安

蔵
と
妻
・
俊
子
の
姿
を
描
い
た

『
日
本
の
青
空
』
と
い
う
映
画
が

あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宗教主任から
の

メッセージ

田所義郎

②

平
和
を
実
現
す
る
人
々

は
、幸
い
で
あ
る
、

そ
の
人
た
ち
は
神
の
子
と

呼
ば
れ
る
。

�

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
5
章
9
節
）

/

創
立
60

周
年
記
念
講
演
会

6
月
18
日(

土)

幼
稚
園

各学校からの
お知らせ

情報
掲示板

風薫る季節。
さまざまなイベントが行われ、

たくさんの笑顔がはじけました。
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

4
月
22
日（
金
）

縦
割
り
H
R

　
一
年
生
に
と
っ

て
初
め
て
の
縦
割

行
事
、縦
割
り
HR

が
あ
り
ま
し
た
。

前
日
の
話
し
合
い

ま
で
緊
張
し
た
様

子
だ
っ
た
一
年
生

も
当
日
に
は
み
ん
な
笑
顔
で
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
二
年
生
も
昨
年

よ
り
も
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
、

B
B
Q
の
用
意
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り

と
、と
て
も
頼
も
し
い
姿
が
見
ら
れ
て

誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て「
こ
の
人
た
ち
な
ら
来
年
も

大
丈
夫
だ
な
」と
い
う
安
心
感
が
同
時

に
わ
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

縦
割
り
HR
は
、一
年
生
の
初
々
し
い
姿

と
二
年
生
の
頼
も
し
い
姿
が
見
れ
て
良

か
っ
た
で
す
。

�

（
3
年
　
小
山
内 

優
介
）

5
月
12
日（
木
）～
5
月
14
日（
土
）

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ

　
私
は
、サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
で
、色
々

な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
大
和
ハ
ウ
ス
の
方
の
お
話
を
聞
い
た

り
、J
A
X
A
の
方
々
の
お
話
を
聞
き
、

環
境
に
つ
い
て
、と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
と
、こ
と

り
ハ
ウ
ス
で
は
、自
然
と
人
間
と
の
関

わ
り
を
学
び
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
、伝
え
た
い
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
3
日
間
で
、環
境
の
こ
と
や
植

物
、動
物
な
ど
色
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、3
日
間

ク
ラ
ス
の
皆
と
過
ご
し
て
、と
て
も
仲

が
良
く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
充
実
し
た
3
日
間
で
、良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
1
年
　
小
川 

結
）

5
月
16
日（
月
）

花
の
日
礼
拝・施
設
訪
問

　
5
月
16
日
に
花

の
日
礼
拝
と
病

院
・
施
設
訪
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

礼
拝
で
は
尚
絅
教

会
の
田
所
義
郎
牧

師
が
お
話
し
て
く
だ
さ
り
、た
く
さ
ん

の
花
に
囲
ま
れ
て
共
に
神
の
恵
み
に
感

謝
す
る
特
別
な
時
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
訪
問
で
は
、老
人
ホ
ー
ム
の
方
々

と
歌
で
の
交
流
を
し
ま
し
た
。
私
が
お

話
し
た
方
は
96
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
で
し

た
。
ど
ん
ど
ん
話
が
広
が
っ
て
い
き
、

う
れ
し
か
っ
た
し
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

一
緒
に
歌
を
歌
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、ア

イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

笑
顔
に
な
れ
ま
し
た
。
私
は
宗
教
委
員

な
の
で
、お
礼
の
言
葉
を
い
う
役
割
が

あ
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
の
方
々
の
温
か

い
拍
手
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、心
が
和
み

ま
し
た
。
次
の
訪
問
も
楽
し
み
で
す
。

�

（
1
年
　
佐
藤 

璃
々
羽
）

中
学
校

5
月
20
日（
金
）

春
季
生
徒
総
会・

 

中
総
体
壮
行
会

　
5
月
20
日
に
春

季
生
徒
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
協

議
事
項
は
昨
年
度

生
徒
会
総
括
、
今

年
度
の
生
徒
会
お

よ
び
各
委
員
会
の

目
標
と
方
針
、昨
年
度
の
会
計
決
算
報

告
、今
年
度
の
会
計
予
算
承
認
、そ
し

て
、尚
絅
祭
、公
開
理
想
協
に
つ
い
て
と

大
変
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。
特
に
尚

絅
祭
は
、新
校
舎
で
の
初
め
て
の
開
催

と
な
り
白
熱
し
た
協
議
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
総
会
の
後
、6
月
11
日
か
ら
始

ま
る
中
総
体
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
出
場
す
る
剣
道
部
、バ
ス
ケ
部
、バ

ド
部
に
校
長
先
生
か
ら
激
励
を
い
た
だ

き
文
化
部
か
ら
は
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
一
人
一
人
悔
い
の
な
い
結
果
を

残
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

�

（
3
年
　
草
野 

結
吏
）

6
月
3
日（
金
）

陸
上
記
録
会

　
6
月
3
日

に
宮
城
野
原

陸
上
競
技
場

で
、
陸
上
記

録
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
で
は
、大
会

新
記
録
が
ま
た
1
つ
出
ま
し
た
。
他
の

競
技
で
は
、大
会
新
へ
と
迫
る
記
録
を

残
し
た
人
も
い
て
、素
晴
ら
し
い
大
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、個
人
総
合
優
勝
と
い
う
一
つ

の
目
標
を
達
成
で
き
た
の
は
何
よ
り
で

す
が
、ク
ラ
ス
で
目
指
し
て
い
た
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
賞
と
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
で

1
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
て
、と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
の
大
会
で
、ク
ラ
ス
の
一
体
感
が

さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
チ

ー
ム
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
3
年
　
今
野 

侑
輝
）
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4
月
22
日（
金
）

運
動
会

　
4
月
22
日（
金
）

に
シ
ェ
ル
コ
ム
仙

台
に
て
、
尚
絅
学

院
高
等
学
校
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
開
催
の
時

期
が
早
か
っ
た
た
め
、生
徒
会
執
行
部

で
は
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、企
画

の
難
し
さ
を
実
感
し
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
、男
女
混
合
の
競
技
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
、運
動
会
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、「
早
い
時
期
に
ク

ラ
ス
が
団
結
で
き
た
」「
ク
ラ
ス
に
馴
染

め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」な
ど
た
く
さ

ん
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
生
徒
会
執

行
部
、先
生
方
を
は
じ
め
力
を
貸
し
て

下
さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

� （
行
事
企
画
委
員
長 

3
年
　
北
野
原 

亜
季
）

4
月
28
日（
木
）～
5
月
1
日（
日
）

特
進
学
習
合
宿

　
今
回
の
学
習
合
宿
は
、私
た
ち
に
と

っ
て
最
後
の
学
習
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
受
験
の
年
と
い
う
こ
と
で
、

ク
ラ
ス
の
中
で
も
少
し
緊
張
感
が
出
る

場
面
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
学
習
合
宿
を
終
え
て
私
が
思

う
こ
と
は
、「
こ
れ
か
ら
だ
」と
い
う
こ

と
で
す
。
模
試
や
東
北
大
学
の
過
去
問

を
解
く
中
で
自
分
の
現
在
地
を
再
確
認

し
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
中
で
、

先
生
方
の「
学
習
合
宿
は
き
っ
か
け
に

す
ぎ
な
い
」と
い
う
言
葉
が
改
め
て
実

感
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
受
験
へ
と
向
か
う
中
で
、

こ
の
学
習
合
宿
を
き
っ
か
け
と
し
な
が

ら
日
々
勉
強
を
積
み
重
ね
、合
格
を
勝

ち
と
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い

で
す
。

�

（
3
年
　
大
友 

明
啓
）

5
月
3
日（
火
）

演
劇
部・単
独
公
演
T
W
O

　
5
月
3
日
の
公
演
を
終
え
わ
た
し
が

感
じ
た
の
は
達
成
感
と
も
う
皆
で
部
活

が
で
き
な
い
と
い
う
寂
し
さ
で
し
た
。

　
今
回
の
公
演
に
向
け
わ
た
し
達
は
部

員
一
丸
と
な
っ
て
稽
古
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
や
れ

る
事
は
何
か
を
考
え
25
人
で
一
つ
の
舞

台
を
つ
く
り
上
げ
、2
回
行
わ
れ
た
上

演
に
全
て
を
注
ぎ
込
み
ま
し
た
。
来
て

く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
と

て
も
嬉
し
い
言
葉
を
頂
き
、今
ま
で
か

け
て
き
た
時
間
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た

と
強
く
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ぶ
つ
か
っ
た
り
、落
ち
こ
ん
だ
り
、楽

し
か
っ
た
り
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
最
後
に
皆
で
笑
顔
で

集
合
写
真
を
撮
れ
た
こ
と
が
わ
た
し
に

と
っ
て
の
最
高
の
思
い
出
で
す
。

�

（
3
年
　
進
藤 

緑
里
）

5
月
19
日（
木
）

キ
リ
ス
ト
教
週
間・講
演
会

　
5
月
19
日（
木
）

佐
藤
彰
先
生
に
よ

る
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
神

様
は
、
あ
な
た
を

愛
し
て
い
る
」
で

し
た
。
佐
藤
彰
先
生
は
、福
島
原
発
に

1
番
近
い
教
会
の
牧
師
先
生
で
、東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
の
一
人
で
も
あ
り

ま
す
。

　
今
回
の
講
演
会
を
聞
き
、改
め
て
感

じ
た
こ
と
は
、「
大
震
災
は
次
々
に
私

た
ち
の
大
切
な
も
の
を
奪
い
去
っ
て
い

き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
神
様
に
試

さ
れ
て
い
て
、本
当
に
大
切
な
も
の
は

多
く
な
く
少
し
で
い
い
。
助
け
合
っ
て

生
き
な
さ
い
。」と
い
う
こ
と
を
私
た
ち

に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

�
（
3
年
　
今
野 

力
）

5
月
27
日（
金
）

春
季
生
徒
総
会

　
先
日
行
わ
れ
た
春
季
生
徒
総
会
で
は

2
0
1
6
年
度
生
徒
会
、
執
行
部
、
各

委
員
会
目
標
、方
針
に
つ
い
て
、尚
絅
祭

に
つ
い
て
な
ど
、5
つ
の
協
議
事
項
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
今
、
生
徒
会
執
行
部
は
8
月
26
日
、

27
日
に
控
え
て
い
る
尚
絅
祭
に
向
け
て

「
N
E
W
…
」を
テ
ー
マ
に
、今
ま
で
の

文
化
祭
と
は
一
味
違
う
新
し
い
も
の
に

し
よ
う
と
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
校
舎
に
な
っ
た
今
年
度
、こ
れ
か

ら
行
う
行
事
は
、新
し
い
挑
戦
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
失
敗
す
る
こ
と
を
恐
れ

ず
、様
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、今
後
も
、よ
り
良
い
尚
絅
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
代
議
委
員
長
　
渡
邉 

葵
）

高
等
学
校
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

4
月
5
日（
火
）～
4
月
8
日（
金
）

学
生
会
主
催・

 

新
入
生
歓
迎
会

　
4
月
、尚
絅
学
院
大
学
に
も
春
が
訪

れ
、不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ
っ
た
新

入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
私
達
上
級
生

は
、新
入
生
が
よ
り
良
い
大
学
生
活
の

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
に
、4
月
5

日
～
8
日
ま
で
“
新
入
生
歓
迎
ウ
ィ
ー

ク
”
を
設
け
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
懇
談
で

は
学
生
会
活
動
や
学
生
生
活
の
こ
と
な

ど
を
上
級
生
か
ら
紹
介
し
、こ
れ
か
ら

始
ま
る
学
生
生
活
を
不
安
な
く
送
れ
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
、ク
ラ
ブ
幹
事
会
が
企
画・運
営
を

務
め
、
部
・

愛
好
会
が
自

分
た
ち
の
活

動
を
紹
介
す

る
ブ
ー
ス
を

設
け
、
尚
絅

を
よ
り
深
く

知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、楽
し
い
雰
囲
気
で
新
入
生

に
説
明
や
実
演
を
し
ま
し
た
。
新
入
生

が
積
極
的
に
団
体
に
話
を
聞
き
に
行
け

る
機
会
を
作
っ
た
こ
と
で
、団
体
、ひ
い

て
は
大
学
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
を
通
し
、新
入
生
な
ら
び

に
上
級
生
は
今
後
も
積
極
的
に
活
動

し
、尚
絅
学
院
大
学
の
学
生
と
し
て
活

躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
く

迎
え
た
新
入
生
と
共
に
、オ
ー
ル
尚
絅

で
尚
絅
学
院
大
学
に
新
し
い
風
を
吹
か

せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　（
学
生
会
会
長

�

人
間
心
理
学
科
3
年
　
平
塚 

静
哉
）

熊
本
地
震
支
援

 

対
策
チ
ー
ム
の
発
足

　
2
0
1
6
年
4
月
14
日
に
発
生
し
た

熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
伴
い
、

本
学
で
も
何
ら
か
の
形
で
支
援
が
で
き

な
い
か
と
い
う
考
え
の
も
と
　
学
長
を

中
心
と
す
る
尚
絅
学
院
大
学
熊
本
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
略
称
　
S
K
E
T
）が

発
足
し
ま
し
た
。
4
月
の
下
旬
に
2
回
、

学
生
会
、学
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
T
A
S
U
K
I
、尚
絅
Y
M
C
A
の

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、今
で
き
る
こ
と

や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

当
面
で
き
る
こ
と
と
し
て
、募
金
活
動

を
開
始
し
、学
内
で
数
回
に
わ
た
っ
て

募
金
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
何
が

で
き
る
か
を
慎
重
に
検
討
し
な
が
ら
、

尚
絅
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

�

（
副
学
長
　
水
田 

惠
三
）

大
　
学

4
月
11
日（
月
）

環
境
構
想
学
科・

建
築
の
し
ご
と
セ
ミ
ナ
ー

　

建
築
の
し
ご
と
は
多
種
多
様
で
す
。

学
科
で
の
学
び
を
活
か
し
て
活
躍
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
を
知
る
た
め
に
、「
建

築
の
し
ご
と
」
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
生
産
設
計
を
主
力
業

務
と
し
て
い
る
設
計
会
社
の
方
を
お
招

き
し
、
建
築
業
界
の
仕
組
み
や
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
の
は
、
環
境

構
想
／
生
活
環
境
学
科
の
2
年
生
か
ら

4
年
生
ま
で
の
25
名
。
学
生
た
ち
は
、

自
分
た
ち
が
学
ん
で
い
る
C
A
D
に
よ

り
施
行
図
が
作
成
さ
れ
る
と
い
う
お
話

し
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
き
な
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
点
に
も
魅
力
を
感
じ
た

よ
う
で
す
。
環
境
構
想
学
科
で
は
、
様
々

な
業
界
を
対
象
と
し
た
「
し
ご
と
セ
ミ

ナ
ー
」
を
こ
れ
か
ら
も
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

（
環
境
構
想
学
科
・
進
路
就
職
担
当

�

教
員　

渡
邊 

千
恵
子
）

２
０
１
５
年
度

大
学
生
進
路
状
況

　
昨
年
度
本
学
の
内
定
率
は
97
．
6

％
と
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

き
め
細
か
な
個
別
面
談
に
重
点
を
置

き
、
公
務
員
講
座
・
S
P
I
講
座
・
エ

ク
セ
ル
講
座
・
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
講
座

な
ど
各
種
講
座
を
無
料
で
開
講
し
、

更
に
就
活
直
前
の
就
職
合
宿
を
企
画

…
…
と
、
様
々
な
取
り
組
み
が
実
を

結
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
1
・
2

年
次
か
ら
「
今
の
自
分
、
10
年
後
の
自

分
、
理
想
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
考

え
る
機
会
を
つ
く
り
、
就
職
に
対
す

る
意
識
・
関
心
を
高
め
て
貰
っ
た
り

も
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、一
人
ひ

と
り
の
希
望
が
実
現
す
る
よ
う
支
援

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

�

（
進
路
就
職
課
長
　
中
村 

節
子
）

2016年3月卒業生の進路状況（2016.5.1現在）

学　　科
進学・ 
就職 

希望者数

進路内訳
内定者合

計 内定率就職 
内定者 進学者 専門学校等

進　学

表現文化学科 50 44 0 1 45 90.0％

人間心理学科 72 65 4 1 70 97.2％

子ども学科 86 86 0 0 86 100.0％

現代社会学科 62 61 0 1 62 100.0%

生活環境学科 36 34 0 1 35 97.2%

健康栄養学科 76 75 0 0 75 98.7%

計 382 365 4 4 373 97.6%
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の
意
味
）の
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
2
0
1
6
年

度
臨
床
心
理
士
資
格

申
請
に
伴
う
、
必
置

条
件
で
あ
る
院
生
の

た
め
の
心
理
相
談
の
た
め
の
実
習
棟
で

す
。
当
日
は
晴
天
で
、建
物
か
ら
見
る

山
や
空
の
景
色
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
竣
工
式
の
後
一
同
内
部
を
見
学

し
、新
し
い
木
造
の
建
物
の
素
晴
ら
し

さ
を
満
喫
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
環
境
を
設
置
く
だ
さ
っ

た
関
係
者
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
心
理
学
専
攻
主
任
　
水
田 

惠
三
） 

◆
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
報
告

　
2
0
1
6
年
度
同
窓
会
総
会
が
5
月

21
日
（
土
）
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
長
・
学
院
長
の
佐
々

木
公
明
先
生
を
は
じ
め
、
沢
山
の
先
生

方
、
各
支
部
の
皆
様
、
総
勢
1
2
8
名
の

出
席
者
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
部
の
総
会
、

第
二
部
の
開
会
礼
拝
、
第
三
部
の
懇
親
会

の
三
部
構
成
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
別

室
で
は
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
席
と
、
む
つ

み
会
、
尚
絅
教
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
販
売
が

行
わ
れ
、
初
々
し
い
茶
道
部
員
の
お
も
て

な
し
の
お
茶
は
、
よ
り
一
層
美
味
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
も
心
の
こ
も
っ

た
手
作
り
品
が
数
多
く
あ
り
、
温
も
り
と

優
し
さ
溢
れ
る
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
子
ど
も
学
科

学
生
サ
ー
ク
ル
「
民
俗
舞
踊
ク
ラ
ブ
も
く

も
く
」の
皆
さ
ん
に
秋
田
音
頭
な
ど
を
披
露

し
て
頂
き
ま
し
た
。
ぶ
ど
う
の
会
の
賛
美

は
と
て
も
心
に
響
き
、一
緒
に
口
ず
さ
ん
で

い
る
方
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
母
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
と
い
う
も
の

を
再
確
認
で
き
た
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
若
い
世
代
の
方
々
に
も
参
加

し
て
頂
き
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
続
く
事

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
総
会
実
行
委
員
長
　
桑
永 

峰
）

◆
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
報
告

　
新
緑
の
美
し
い
5
月
21
日
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
今
年
度
同
窓
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
理
事
長
・
学
院
長
先
生
を

始
め
、
新
旧
の
学
校
関
係
者
と
多
く
の
同

窓
生
と
共
に
尚
絅
愛
に
満
ち
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
議
事
は
全
て
承
認
を
頂
き
、
新
た
な
1

年
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
礼
拝
で
は
北
三
番
丁
教
会
の
江
連
実
牧

師
よ
り
「
神
の
喜
ば
れ
る
装
い
」
と
題
し
、

聖
書
の
中
で
“
着
る
”の
言
葉
は
信
仰
を

表
し
“
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
を
着
る
”
は
イ
エ

ス
に
守
ら
れ
て
い
る
と
お
話
を
さ
れ
、
尚

絅
で
学
ん
だ
私
は
服
の
中
に
イ
エ
ス
キ
リ

ス
ト
を
着
て
い
る
＝
尚
絅
を
着
て
い
る
と

な
り
、
日
々
の
生
活
を
し
な
が
ら
内
面
に

イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
を
着
て
い
る
事
が
、
愛

に
満
ち
た
関
わ
り
を
築
き
あ
げ
る
と
い
う

事
を
学
び
ま
し
た
。
今
年
は
中
高
茶
道
部

が
お
手
前
を
披
露
し
、
大
学
の
「
民
俗
舞

踊
ク
ラ
ブ
も
く
も

く
」
が
若
さ
溢
れ

る
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
在
校
生

の
活
躍
が
見
ら
れ

嬉
し
い
時
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。

（
副
会
長
　

�

小
島 

典
子
）

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

◆
八
三
会
の
ご
案
内

　
創
立
者
ブ
ゼ
ル
先
生
を
偲
び
墓
前
礼

拝
を
守
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
御
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
　
時�

8
月
3
日
（
水
）

�

午
前
10
時
半
よ
り

●
場
　
所�

北
山
輪
王
寺
内

�

キ
リ
ス
ト
教
墓
地

●
講
　
話�

長
尾
厚
志
牧
師

�

（
仙
台
ホ
サ
ナ
教
会
牧
師
）

★
お
問
合
せ（
事
務
局
）2
6
4
‐
5
8
3
0

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

5
月
12
日（
木
）

臨
床
心
理
士
実
習
棟
の 

 

完
成

　
2
0
1
6
年
5

月
12
日
午
後
1
時

か
ら
1
時
間
ほ
ど
、

建
築
業
者
の
サ
ン

ホ
ー
ム
様
、
学
院

長
、常
務
理
事
、大

学
長
、中
高
校
長
、

幼
稚
園
長
、
局
長

ほ
か
関
係
者
の
参

列
の
も
と
、
尚
絅

学
院
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
実
習
棟

（
通
称
テ
ィ
ク
バ
　
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
希
望

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
合
格
状
況
に
つ
い
て

　
3
月
20
日
実
施
の
第
30
回
管
理
栄
養

士
国
家
試
験
の
合
格
発
表
が
5
月
10
日

あ
り
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
77
名
の
新

卒
者
中
65
名
が
受
験
者
し
55
名
が
合
格

し
ま
し
た（
合
格
率
84
・
6
％
）。
今
回

の
試
験
か
ら
応
用
問
題
が
10
問
増
え
た

こ
と
、
さ
ら
に
一
部
の
科
目
で
出
題
形
式

が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
、

管
理
栄
養
士
養
成
課
程
新
卒
者
の
全
国

平
均
合
格
率
は
昨
年
の
95
・
4
％
か
ら

85
・
1
％
へ
と
大
幅
に
低
下
し
ま
し
た
。

尚
絅
学
院
大
学
健
康
栄
養
学
科
と
し
て

は
、
出
題
傾
向
の
変
化
に
対
応
出
来
る

よ
う
国
家
試
験
対
策
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
、
管
理
栄
養
士
資
格
取
得
を
目
指

す
学
生
全
員
が
合
格
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
父
母
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
も
な
お
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
健
康
栄
養
学
科
長
　
布
木 

和
夫
）

4
月
21
日（
木
）

浙
江
越
秀
外
国
語
学
院

 
と
の
協
定
調
印
式

　

魯
迅
の
故

郷
で
も
あ

る
、
中
国
浙

江
省
紹
興
市

に
立
地
す
る

浙
江
越
秀
外

国
語
学
院
と

尚
絅
学
院
大

学
が
、
4
月

21
日（
木
）に

協
定
締
結
調

印
式
を
江
陽

グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
行
い

ま
し
た
。
浙

江
越
秀
外
国

語
学
院
よ
り

詹
文
都
学
長

と
国
際
交
流
担
当
の
教
職
員
４
名
及
び

本
学
か
ら
合
田
学
長
、
水
田
副
学
長
、

黄
副
学
長
、
會
澤
学
長
特
別
補
佐
、
張

准
教
授
、
佐
々
木
連
携
交
流
課
長
が
調

印
式
に
参
列
し
ま
し
た
。
浙
江
越
秀
外

国
語
学
院
は
、
浙
江
省
内
で
は
最
も
多

く
の
外
国
語
コ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
る

大
学
で
、
日
本
語
専
攻
の
学
生
数
は
中

国
で
上
位
3
位
に
入
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
、
学
生
の
交
換
留
学
や
教
職
員
間

の
交
流
な
ら
び
に
共
同
研
究
な
ど
を
行

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
国
際
交
流
推
進
委
員
会

�

會
澤 

ま
り
え
）

10

SHOKEI Vol.508

SHOKEI508-掲示板_五[06-11].indd   10 2016/07/04   15:29

情報掲示板 各学校からのお知らせ

激
し
5
，0
0
0
万

円
寄
附
が
で
き
た

こ
と
に
改
め
て
皆
様

へ
の
感
謝
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、創
立

1
2
5
周
年
に
お
い

て
も
、学
院
に
役
に

立
て
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
学
院
長
の
挨
拶
で
は
、

1
2
5
周
年
に
む
け
、学
院
の
中
で
大

き
な
役
割
の
尚
絅
誌
を
活
用
し
学
院
と

後
援
会
の
繋
が
り
を
よ
り
高
め
て
い
き

た
い
と
話
さ
れ
、ま
た
今
年
4
月
か
ら

始
ま
っ
た
学
院
所
有
の
里
山
を
再
生
さ

せ
る〝
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟に
つ
い
て

の
話
も
伺
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、合
田
学
長
は
、学
内
の
様

子
と
現
状
報
告
を
行
い
、ま
た
1
2
5

周
年
を
機
に
更
に
よ
り
良
い
大
学
作
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
議
事
に
入
り
、左
記
の
内
容

で
審
議
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
三
年
に
一
度
の
代
議
員
改
選
時

期
に
伴
い
新
代
議
員
と
全
員
の
紹
介
を

行
い
、総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
茶
話
会
で
は
、和
や
か
な

ひ
と
時
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
1
）2
0
1
5
年
度
活
動
報
告

（
2
）2
0
1
5
年
度
収
支
決
算
報
告

�

会
計
監
査
報
告  

（
3
）2
0
1
6
年
度
活
動
計
画（
案
）

（
4
）2
0
1
6
年
度
収
支
予
算（
案
）

（
5
）2
0
1
6
年
度
役
員
、代
議
員
改

選
に
つ
い
て

（
6
）そ
の
他

会
長�

高
橋
脩

副
会
長�

太
田
喜
一
郎�

氏
家
道
子

顧
問�

佐
々
木
公
明�

合
田
隆
史

�

藤
倉
眞
一�

佐
藤
正
人

会
計
顧
問�

後
藤
勉

監
事�

宍
戸
朗
大�

丹
野
英
機

�

佐
久
間
新
一

代
議
員�

鈴
木
顯�

櫛
野
泰
治

水
田
惠
三�
宮
川
則
子�

門
脇
あ
つ
子

四
家
修
一�
相
馬
亮�

内
田
龍
史

松
宮
正
樹�
長
田
可
奈�

鈴
木
寿

堀
籠
洋
一�

菊
地
和
子�

小
島
典
子

篠
田
芳
美�

鶴
間
順
子�
後
藤
美
代
子

松
尾
重
信�

三
浦
忠
一�
勝
畑
田
鶴
子

三
浦
祐
治�

赤
坂
光
子�

小
泉
ひ
と
み

山
内
京
子�

落
合
玲
子�

木
村
富
士
雄

齋
田
尚
子

後
援
会
事
務
長
　
齋
田
尚
子

　
　
　
事
務
員
　
井
出
綾

2016（平28）年度 尚絅学院後援会収入支出予算書（案） 
予　算　額 前年度予算額 差　　異

60,042,114 62,753,340 △ 2,711,226

基 本 金 会 計
項　目 収　入 支　出 合　計

2014年度より繰越 - - 25,028,898
2 0 1 5 年 度 繰 入 20,000,000 0 45,028,898

※△は減額（前年比）

収 入 の 部  
科　　目 予　算　額 前年度予算額 差　　異 摘　　要

会 費 57,315,600 58,766,400 △ 1,450,800
基礎会員会費 56,115,600 57,566,400 △ 1,450,800 保護者会員月額1,700円、教職員月額500円
賛助会員会費 1,200,000 1,200,000 0 新卒業生会員、同窓生、旧職員

基本金取り崩し額 0 0 0

繰 越 金 2,726,514 3,986,940 △ 1,260,426 2015年度より
合 計 60,042,114 62,753,340 △ 2,711,226

※△は減額（前年比）

※△は減額（前年比）

支 出 の 部  
科　　目 予　算　額 前年度予算額 差　　異 摘　　要

援 助 金 30,000,000 30,000,000 0
施 設 援 助 金 30,000,000 30,000,000 0 学院へ援助
中高建設寄付金 0 0 0

基 本 金 繰 入 額 20,000,000 23,000,000 △ 3,000,000
機 関 誌 発 行 費 3,600,000 3,600,000 0

印 刷 費 2,100,000 2,100,000 0 尚絅誌6冊印刷費
発 送 費 1,500,000 1,500,000 0 尚絅誌発送費、尚絅誌発送用封筒

事 務 費 5,780,000 5,700,000 80,000
人 件 費 4,900,000 4,850,000 50,000 職員2名
旅 費 交 通 費 180,000 150,000 30,000 役員会・総会交通費他
会 議 費 50,000 50,000 0 役員会・総会・編集委員会
消 耗 品 費 150,000 150,000 0 事務用品
通 信 費 80,000 80,000 0 電話料、各種発送物郵便料金
什 器 備 品 費 150,000 150,000 0
雑 費 250,000 250,000 0 振込手数料・残高証明書発行料・検診補助他
水 道 ･ 光 熱 費 20,000 20,000 0 学院へ
予 備 費 662,114 453,340 208,774

合 計 60,042,114 62,753,340 △ 2,711,226
※△は減額（前年比）

2015（平27）年度 尚絅学院後援会収入支出決算書
収入総額 支出総額 差引次年度へ繰越

64,128,339 61,401,825 2,726,514

基 本 金 会 計
項　　目 収　　入 支　　出

2014年度より繰越 2,028,390 0
2015年度利息収入 508 0
2 0 1 5 年 度 繰 入 23,000,000 0
2 0 1 5 年 度 取 崩 0 0
合 　 　 　 　 計 25,028,898 0
2 0 1 6 年 度 へ 繰 越 25,028,898

収 入 の 部  
科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要

会 費 58,766,400 59,985,700 △ 1,219,300
基礎会員会費 57,566,400 58,253,700 △ 687,300 月額1,700円、教職員月額500円
賛助会員会費 1,200,000 1,732,000 △ 532,000 新卒業生会員、同窓生、旧教職員含む434名

雑 収 入 0 155,699 △ 155,699 幼稚園尚絅誌代、預金利息
繰 越 金 3,986,940 3,986,940 0 2014年度より
基 本 金 取り崩し額 0 0 0
合 　 計 62,753,340 64,128,339 △ 1,374,999

支 出 の 部  
科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　要

援 助 金 30,000,000 30,000,000 0
施 設 援 助 金 30,000,000 30,000,000 0 学院へ援助
中高建設寄付金 0 0 0

基 本 金 繰 入 額 23,000,000 23,000,000 0
機 関 誌 発 行 費 3,600,000 3,204,684 395,316

印 刷 費 2,100,000 1,904,310 195,690 尚絅誌6冊印刷費（501～506号）
発 送 費 1,500,000 1,300,374 199,626 尚絅誌発送費

事 務 費 5,700,000 5,197,141 502,859
人 件 費 4,850,000 4,794,155 55,845 職員2名
旅 費 交 通 費 150,000 79,701 70,299 役員会・総会交通費・取材経費他
会 議 費 50,000 30,431 19,569 役員会・総会・編集委員会
消 耗 品 費 150,000 85,016 64,984 事務用品
通 信 費 80,000 64,236 15,764 電話料、各種発送物郵便料金
什 器 備 品 費 150,000 0 150,000
雑 費 250,000 123,602 126,398 振込手数料、残高証明書発行料・検診補助他

水 道 ･ 光 熱 費 20,000 20,000 0 学院へ
予 備 費 453,340 0 453,340
合 計 62,753,340 61,401,825 1,351,515
繰 越 金 0 2,726,514 △ 2,726,514 次年度へ繰越
合 計 62,753,340 64,128,339 △ 1,374,999

現 　 金 79,542
銀行預金 2,445,744
振替貯金 201,228
合 　 計 2,726,514

繰 越 金 内 訳 6
月
4
日（
土
）

後
援
会
総
会

　
好
天
に
恵
ま

れ
た
6
月
4
日
、

大
学
大
会
議
室

に
て
28
名
出
席

の
も
と
、
今
年

度
の
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
太
田
副
会
長
の
礼
拝
で
開
会
、高
橋

会
長
挨
拶
で
は
、昨
年
一
年
を
振
り
返

り
、中
高
礼
拝
堂
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

後  

援  

会



議

事



２
０
１
6
年
度
役
員・代
議
員
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